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継続企業の前提に関する事項の注記に関するお知らせ 

 

当社は、本日公表の 2022年 12 月期決算短信における継続企業の前提に関する事項について、下記の通り注

記することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

当社グループは、前連結会計年度に営業損失 191,203千円、経常損失 135,828 千円、親会社株主に帰属する当

期純損失 134,305 千円を計上し、当連結会計年度においても営業損失 213,307 千円、経常損失 212,981 千円、親

会社株主に帰属する当期純損失 265,304 千円を計上し、営業キャッシュ・フローは 149,277 千円の支出となりま

した。その結果、当連結会計年度末において 142,057千円の債務超過となりました。これにより、継続企業の前

提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。 

 

（業績改善への対応策） 

当社グループは、当該状況を解消すべく、当連結会計年度において飲食事業における不採算店舗の撤退や、販

売費及び一般管理費の削減を図っておりますが、翌期以降においても、不採算事業に対するより一層の合理化を

図り、新規スポンサーの獲得等利益改善に向けて経営資源を集中するとともに、売上高に見合った販売費及び一

般管理費となるようコストコントロールを実施してまいります。 

また、資本の増強を図るために、第三者割当増資の実施を検討してまいります。 

以上の対応策を実施することにより、事業面及び財務面での安定化を図り、当該状況の解消及び改善に努めて

まいります。 

 

しかしながら、上記の対応策等は実施途上であることから、現時点においては継続企業の前提に関する重要な

不確実性が認められます。 

なお、連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を

連結財務諸表には反映しておりません。 

 

以上 


